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令
和
六
年
度　

大
学
院
文
学
研
究
科

❖
学
位
論
文
題
目
一
覧

修
士
学
位
論
文

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

多
米　

玲
奈

幻
想
の
装
置
と
し
て
の
短
歌 

―
―
葛
原
妙
子
を
中
心
に

武
田
佑
希
子

近
世
国
学
者
に
お
け
る
黄
泉
比
良
坂
の
解
釈

―
―
後
藤
夷
臣
『
八
雲
路
日
記　

三
上
』
と
『
泉
国
弁
』

を
中
心
に
―
―

太
田　

幸
夫

芥
川
龍
之
介
の
「
女
」
論

〜
「
詩
的
精
神
」
と
「
ジ
ヤ
ア
ナ
リ
ス
ト
」
の
視
点
か
ら
〜

林　
　

香
苗

三
浦
綾
子
『
銃
口
』
試
論 

―
研
究
史
と
そ
の
課
題
―

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程

氏
　
　
名

修
　
士
　
論
　
文
　
題
　
目

城
田　

龍
星

現
代
英
語
に
お
け
る
発
音
と
綴
り
字
の
不
一
致

福
井　

花
也

レ
ッ
シ
ン
グ
に
よ
る
イ
ソ
ッ
プ
的
寓
話
に
お
い
て

古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
の
神
々
が
与
え
る
効
果

［
彙
報
］
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［彙報］令和六年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

鈴
木
英
之 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

田
中　

綾 

教
授

論
文
指
導
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ

大
石
和
久 

教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｂ

大
石
和
久 
教
授

日
本
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｃ

大
石
和
久 
教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

片
岡
耕
平 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

片
岡
耕
平 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

片
岡
耕
平 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

郡
司　

淳 

教
授

論
文
指
導
Ⅰ

郡
司　

淳 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

手
塚　

薫 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

日
本
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

須
田
一
弘 

教
授

❖
授
業
科
目
及
び
担
当
者

●
日
本
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程

※
非
常
勤
科
目
は
実
際
に
開
講
し
た
科
目
の
み
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授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

岩
田　

哲 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

岩
田　

哲 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

岩
田　

哲 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

上
野
誠
治 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

佐
藤
貴
史 
教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

佐
藤
貴
史 
教
授

論
文
指
導
Ⅱ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅴ
Ｃ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ａ

森
川
慎
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｂ

森
川
慎
也 

教
授

欧
米
言
語
・
思
想
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅶ
Ｃ

森
川
慎
也 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅰ
Ｃ

柴
田　

崇 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅱ
Ｃ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅲ
Ｃ

小
松
か
お
り 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
歴
史
・
環
境
文
化
論
文
指
導
特
殊
演
習
Ⅳ
Ｃ

仲
松
優
子 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
博
士
（
後
期
）
課
程
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［彙報］令和六年度　大学院文学研究科学位論文題目一覧／講義題目

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

関
本
真
乃 

准
教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

田
中　

綾 

教
授

日
本
文
学
特
殊
講
義
Ⅲ

月
岡
道
晴 

講
師

比
較
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

杉
江
聡
子 

准
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

杉
江
聡
子 

准
教
授

比
較
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

杉
江
聡
子 

准
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

大
石
和
久 
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
石
和
久 
教
授

日
本
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
石
和
久 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

丸
島　

歩 

准
教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

徳
永
良
次 

教
授

日
本
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

徳
永
良
次 

教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅰ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

片
岡
耕
平 

准
教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅱ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

郡
司　

淳 

教
授

日
本
史
特
殊
講
義
Ⅲ

東　

俊
佑 

講
師

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅰ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ａ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅰ
Ｂ

手
塚　

薫 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｊ
Ⅱ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ａ

須
田
一
弘 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｊ
Ⅱ
Ｂ

須
田
一
弘 

教
授

●
日
本
文
化
専
攻
修
士
課
程
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授
業
科
目

担
当
教
員

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅰ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

渡
部
あ
さ
み 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
Ⅱ

森
川
慎
也 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

森
川
慎
也 

教
授

英
米
文
学
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

森
川
慎
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅰ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

上
野
誠
治 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅱ

岩
田　

哲 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

岩
田　

哲 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

岩
田　

哲 
教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
Ⅲ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

田
中
洋
也 

教
授

英
語
研
究
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

田
中
洋
也 

教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅰ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ａ

小
柳
敦
史 

准
教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅰ
Ｂ

小
柳
敦
史 

准
教
授

授
業
科
目

担
当
教
員

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅱ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

佐
藤
貴
史 

教
授

欧
米
思
想
特
殊
講
義
Ⅲ
（
環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅲ
）

瀬
名
波
栄
潤 

講
師

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅱ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ａ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅱ
Ｂ

大
森
一
輝 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
Ⅲ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ａ

仲
松
優
子 

教
授

欧
米
史
特
殊
講
義
演
習
Ⅲ
Ｂ

仲
松
優
子 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅰ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ａ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅰ
Ｂ

小
松
か
お
り 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
ｅ
Ⅱ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ａ

柴
田　

崇 

教
授

環
境
文
化
特
殊
講
義
演
習
ｅ
Ⅱ
Ｂ

柴
田　

崇 

教
授

●
英
米
文
化
専
攻
修
士
課
程
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◎
二
〇
二
五
年
度　

第
一
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）　

　
　

七
月
五
日
（
土
）
９
：
55
～
14
：
50　

21
番
教
室
に
て
開
催

さ
れ
た
。
修
士
課
程
と
博
士
（
後
期
）
課
程
に
在
学
す
る
六
名

の
院
生
が
次
の
題
目
の
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を
発

表
し
た
（
参
加
者
約
２５
名
）。

渡
辺　
　

駆　
　
「
中
原
中
也
の
詩
の
音
楽
性
―
ベ
ル
ク
ソ
ン

の
〈
時
間
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
」

　
　藤

野
戸　

柾
希　
「
特
定
技
能
２
号
を
目
指
す
外
国
人
の
た
め

の
適
切
な
日
本
語
学
習
支
援
の
あ
り
方
―
農

業
分
野
に
お
け
る
耕
種
農
業
を
中
心
に
―
」

武
田　

佑
希
子　
「
近
代
に
お
け
る
神
話
的
場
所
の
形
成
―
黄

泉
比
良
坂
伝
承
碑
を
中
心
に
―
」

國
岡　
　

健　
　
「
尾
崎
三
良
の
上
院
構
想
―
通
款
社
・
華
族

会
館
を
通
し
て
―
」

伊
藤　

翔
太　
　
「
平
安
時
代
に
お
け
る
仏
教
的
天
皇
観
の
形

成
に
つ
い
て
」

孔　
　

継
金　
　
「
蓮
如
の
宿
善
観
」

◎
二
〇
二
五
年
度　

第
二
回
全
体
ゼ
ミ
（
中
間
報
告
）

　
　

十
一
月
一
日
（
土
）
10
：
00
～
11
：
45　

22
番
教
室
に
て
開

催
さ
れ
た
。
修
士
課
程
と
博
士
（
後
期
）
課
程
に
在
学
す
る
三

名
の
院
生
が
次
の
題
目
の
論
文
の
構
想
と
そ
の
内
容
の
一
部
を

発
表
し
た
（
参
加
者
２２
名
）。

坂
本　

渚
月　
　
「
石
狩
市
浜
益
区
に
お
け
る
祭
り
の
継
承
と

地
域
資
源
化
―
川
下
八
幡
神
社
例
大
祭
を
中

心
に
―
」

中
嶋　

奏
子　
　
「
啓
蒙
時
代
の
植
民
地
イ
ン
ド
に
お
け
る
イ

ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
作
家
の
言
説
の
揺
ら
ぎ

―
イ
ラ
イ
ザ
・
フ
ェ
イ
著
『
イ
ン
ド
か
ら
の

手
紙
』
を
手
が
か
り
に
―
」

林　
　

香
苗　
　
「
三
浦
綾
子
『
銃
口
』
生
成
研
究
―
〈
境
界
〉

を
生
き
る
『
銃
口
』
―
」

文
学
研
究
科
教
育
・
研
究
発
表
活
動
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…

◉
『
年
報
新
人
文
学
』
第
二
二
号
を
み
な
さ
ま
に
お
届
け
し
ま
す
。
本
号
は
巻
頭
言
、
論
文
三
編
、
資
料
紹
介
一
編
を
収
め
て
い
ま
す
。
本
号

の
論
文
は
北
海
学
園
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
在
籍
し
、
現
在
講
師
を
務
め
る
研
究
者
や
現
役
の
大
学
院
生
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の

で
、
い
ず
れ
も
地
道
な
調
査
・
研
究
活
動
の
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
執
筆
者
の
み
な
さ
ま
の
厳
正
な
査
読
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ
た
査

読
者
の
方
々
に
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◉
巻
頭
言
は
、
大
森
一
輝
教
授
に
よ
る
「
天
に
唾
す
る
―
―
排
外
主
義
に
ま
つ
わ
る
国
民
的
自
画
自
賛
と
健
忘
症
／
怒
り
と
笑
い
と
憂
い
の
Ａ

Ｉ
狂
騒
曲
」
で
す
。
自
分
と
は
異
な
る
他
者
へ
寛
容
の
ま
な
ざ
し
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
共
感
の
基
盤
を
築
く
ヒ
ン
ト
が
詰
ま
っ
て
い
ま

す
。
国
内
に
お
け
る
昨
今
の
目
に
余
る
排
外
主
義
の
対
象
と
な
る
「
文
化
の
違
う
外
国
人
」
の
振
る
舞
い
は
、
か
つ
て
の
己
の
先
達
の
海
外

旅
行
に
お
け
る
そ
れ
と
二
重
写
し
で
あ
る
こ
と
を
、
数
々
の
エ
ビ
デ
ン
ス
を
も
と
に
ご
指
摘
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
日
本
人
が
犯
し

た
戦
争
加
害
と
い
う
過
去
を
、
戦
後
八
〇
年
足
ら
ず
で
、
す
で
に
省
察
す
る
ち
か
ら
を
喪
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
と
も
通
底
し
て
い
ま
す
。

戦
争
を
引
き
起
こ
し
た
主
体
が
い
つ
の
間
に
か
抜
け
落
ち
、
あ
た
か
も
天
変
地
異
の
ご
と
く
悲
劇
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
他
人
事
に
し
て
し
ま

う
雰
囲
気
が
支
配
的
に
な
り
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
歴
史
を
安
易
に
修
正
す
る
の
で
は
な
く
、
歴
史
の
経
験
か
ら
真
摯
に
学

び
、現
在
や
将
来
に
活
か
す
こ
と
の
重
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。
言
葉
が
か
つ
て
な
い
ほ
ど
ち
か
ら
を
そ
が
れ
、「
考
え
る
」
こ
と
よ
り
「
思

う
」
こ
と
を
優
先
す
る
風
潮
が
広
が
っ
て
い
る
の
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
進
展
に
と
も
な
う
生
成
Ａ
Ｉ
の
普
及
と
濫
用
が
、
ヒ
ト
の
み
が
有

す
る
と
さ
れ
て
き
た
「
考
察
・
省
察
す
る
ち
か
ら
」
を
衰
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
起
因
し
て
い
る
と
の
懸
念
を
、
教
育
現
場
で
痛
感
す
る
こ

と
も
確
実
に
増
え
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
自
然
科
学
の
成
果
に
よ
る
先
端
技
術
の
拡
張
と
人
間
を
取
り
巻
く
社
会
・
経
済
情
勢
の
急
激

な
う
ね
り
の
な
か
で
、
人
間
に
対
す
る
想
像
力
と
感
性
を
研
ぎ
澄
ま
せ
つ
つ
、
多
様
な
価
値
観
や
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
在
り
方
を
追
求
し

て
い
く
こ
と
に
お
い
て
、人
文
学
が
果
た
せ
る
役
割
は
決
し
て
小
さ
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
号
に
収
め
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
論
考
は
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
を
考
え
る
う
え
で
も
、
す
で
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
輝
き
を
放
っ
て
い
ま
す
。

◉
今
号
か
ら
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
移
行
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
か
た
ち
を
変
え
ま
す
が
、
そ
の
価
値
が
減
じ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
本
研
究
科
に
は
今
号
の
よ
う
に
優
秀
な
投
稿
者
の
他
に
も
着
実
に
研
究
を
進
め
て
い
る
大
学
院
生
が
多
数
在
籍
し
て
い
ま
す
。
本

誌
は
、
姉
妹
誌
で
あ
る
『
人
文
論
集
』
と
は
異
な
り
、
査
読
を
経
て
論
考
が
掲
載
さ
れ
る
学
術
誌
で
す
。
大
学
教
員
か
ら
の
珠
玉
の
論
文
投
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稿
以
外
に
も
大
学
院
生
か
ら
の
投
稿
も
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
み
ず
か
ら
の
研
究
を
振
り
返
り
つ
つ
、
鍛
錬
す
る
の
に
最
適
な
「
道
場
」
で
す

の
で
、
大
学
院
生
の
皆
様
も
奮
っ
て
ご
投
稿
く
だ
さ
い
。

（
手
塚
薫
・
岩
田
哲
）
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